
様式第２号（第３条、第７条及び第８条関係） 

 

事 業 計 画 書 （ 実 績 書 ） 

 

                                  令和５年３月１５日 

                      団体名  綾部市市民憲章推進協議会                  

 

事 業 の 目 的 

市民憲章の掲示、唱和のような啓発活動のほか、市民憲章が実際の

日常生活とどのようなつながりを持っているのかを知ってもらうこと

が重要である。 

新たな推進活動のひとつとして小学生の高学年を対象に、日常生活

と市民憲章がどのようにつながっていて、その一つ一つの行動や意識

がどのような影響を及ぼすのかを理解できるような事業を実施し、こ

のまちをよくするための当事者意識を自覚してもらい、愛郷心の向上

につなげることを目的とする。 

事 業 の 名 称 市民憲章フェスタ 

事 業 費 

（市補助金） 

   ２０８，１１６円 

（１００，０００円） 

補助金の使途 イベント開催に係る会場借上料、広報、消耗品等 

事業の実施期日 令和５年２月２６日（日） 

事業の実施場所 あやべ・日東精工アリーナ 競技場 

事 業 の 概 要 

「リアル版人生ゲーム～市民憲章マイスターの称号は誰の手に！～」 

 参加者：市内小学４～６年生 ５０名 

     保護者等来場者 ３７名 

 参 加 費：無料 

 内   容：テーブルゲームでお馴染みの人生ゲームのリアル版を 

       会場全面に設えた。参加者は基本３人一組のチームで

サイコロを振って出た目の数だけコマを進め、各ポイ

ントには市民憲章に書かれたまちづくり像を実現する

ための内容や行動が設定してあり、実体験してもらっ

た。 

 その他コーナー 

  ・モルック体験  来場者多数体験 

  ・綾部防犯協会啓発  あやべ見守りＣＡＲ４０件登録  

  ・マイナンバーカード申請受付 １件 

補助金の効果（成果） 

将来の綾部市を担ってもらう子ども達に市民憲章を知るきっかけつく

りになること、また、ゲームを通じて市民憲章を理解してもらうこと

で、日常生活の中からまちづくりへの意識を継続して持ってもらうこ

とができた。 

参加児童からも、今まで知らなかった市民憲章のことを楽しく理解し

たという感想を多く得た。 

 



様式第４号（第３条及び第７条関係） 

 

収 支 予 算 書 （ 計 算 書 ） 

 

                            令和５年３月１５日 

                    団体名  綾部市市民憲章推進協議会             

（単位：円） 

収

入

の

部 

区   分 予 算 額 収入済額 明    細 

 

市補助金 

 

自己資金 

 

100,000 

 

250,000 

 

100,000 

 

108,116 

 

みんなであやべを盛り

あげよう補助金 

合   計 350,000 208,116  

支

出

の

部 

区   分 予 算 額 支出済額 明    細 

 

会場費 

 

 

広報費 

消耗品 

 

報償費 

 

通信運搬費 

保険料 

 

60,000 

 

 

60,000 

170,000 

 

50,000 

 

10,000 

0 

 

44,720 

 

 

69,850 

34,932 

 

48,700 

 

1,134 

8,780 

 

あやべ・日東精工アリ

ーナ競技場（2/25 午後

～26 日午後） 

チラシ、横断幕ほか 

養生テープ、ゲーム用

消耗品等 

モルック謝礼、参加賞

ほか 

郵便料 

イベント保険料 

合   計 350,000 208,116  

差  引 0 0  

 


